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商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉

KEY DOORS+ドリップオン  スペシャルブレンド
グランプリ

⾹りがとても豊かで酸味と苦味と旨味のバランスがとても良い

広報や品質管理、安⼼安全など体制が整っていて素晴らしい

パッケージはブルーの爽やかさとGOLDの⽂字に⾼級感がある
パッケージのロゴが⼤きく、どこのメーカーかよくわかる
ドリップオンの形態はセットしやすく、⼤変使いやすい

KEY DOORS＋というブランドが何を指すのかイメージしにくい
市場での競争が激しい業界だが、商品の明確な情報発信が無い
「20代〜30代をターゲットにしたブランド」がピンとこない

特に個性が際⽴つ商品では無いので、明確なUSPが欲しい

パッケージの⾊合いが競合他社商品に似ており差別化が欲しい
濃いめのコーヒー好きには若⼲物⾜りなさを感じる
味わいのインパクトが弱いので他社との差別化が弱い気がする

ドリップオンで、簡単に本格的なコーヒーが味わえる

サブタイトルが⼼を打つ表現で、コスパもとても良い

第79回（2024年9⽉）

7.7%

点数分布は90点台が63％を占め残りの37％も80点台と極めて⾼い
評価です。よって総合評価点90点とグランプリの獲得となります。
理由はドリップオンで簡単に扱え、酸味や苦味のバランスが良い
⾹り⾼い本格的なコーヒーが味わえる点が評価されています。ま
た広報宣伝や品質管理、安⼼安全などの体制が整っていてマネー
ジメントも素晴らしいです。今後はさらに明確なUSPの向上と他
社との明確な差別化を図ってほしいと考えます。

2.6%

7.7%

7.7%

5.1%

2.6%

2.6%



■ 要因分布
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90%

90%

91%

94%

95%

91%

要因分析については、商品の魅⼒度を⽰す内部的要因や
ネーミングやパッケージの魅⼒度を⽰す外部的要因が
90％の評価を得ていますが、それ以上にブランドとして
の戦略性や競争⼒を指すブランディング要因が95％と⾼
い評価です。また広報活動や品質管理体制をあらわすマ
ネージメントPR要因も94％と極めて⾼い評価を得てい
ます。さらにコストパフォーマンスなどマーケティング
⼒をあらわす市場要因は91％、素材の安全性やトレサビ
リティー、適正な調達体制をあらわす素材安全性その他
の評価も91％と⾼い評価を得ています。今後は商品品質
の向上と他社との明確な差別化により顧客ロイヤリティ
のさらなる獲得を⽬指して欲しいと考えます。

1920年に創業されて⻑い歴史を持つキーコーヒー様は、コーヒーの品質に対するこだわりと伝統を重視
している企業で、⽇本国内でのコーヒー⽂化の普及に貢献し、信頼性の⾼いブランドとして知られていま
す。また同社は持続可能な社会の実現に向けた取り組みも積極的に⾏っており、フェアトレードやサステ
ナビリティを意識した製品の提供、バイオマスプラスチックなどエコロジカルな製品パッケージの開発な
ど、環境への配慮を重視している点には⼤いに敬意を表したいと思います。
先ず当該商品を審査会で試飲した時に、⾹りがとても豊かで酸味と苦味と旨味のバランスがとても良い

との評価が多くありました。ドリップオンで⼿軽に本格的なコーヒーが楽しめる点も消費者に好評です。
またパッケージには深い⻘とGOLDのロゴや⽂字に⾼級感があり、⾒た⽬でも品質の⾼さが伝わるデザイ
ンは好評です。さらに消費者⽬線としては、コストパフォーマンスが⾼く価格帯として⼿軽に購⼊できる
点もうれしいです。マーケティング的にはSNSや広報活動が積極的に⾏われており、若者層をターゲット
にする⽬的でマーケットへの浸透を積極的に図っている点も魅⼒的です。製造や素材に関しても安全衛⽣
管理が徹底されて、様々な取り組みがなされている点に消費者からの信頼が⾼い点は素晴らしいです。た
だ、他社製品との市場の競争が激しい中で消費者に伝わり切っていない点が多いので、味や品質の明確な
USPを打ち出し、消費者へ商品の強みをより強く伝えることが求められます。また「KEY DOORS+」と
いうブランドが何を指すのかイメージしにくいため、今後ブランドストーリーやイメージを消費者により
効果的に伝えるための情報発信の強化が必要です。今後は現在のブランディング戦略を強化し、新たな市
場セグメントへのアプローチを具体的に進めることが求められます。
出品商品は完成度が⾼い物ではありますが、今後も商品の持つ可能性のさらなる向上を期待しています。
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⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

パッケージのブルーの爽やかさに
ゴールドの⽂字が鮮やかで⽬⽴つ

商品のミールされた⾖の濃い茶⾊
に⽐してフィルターの⽩が際⽴つ

パッケージのブルーと⾦⽂字に
フィルターの茶⾊と⽩の対⽐

23×12×12ｃｍのパッケージの
中には１０杯分のフィルタが⼊る

１杯分は14×9×1ｃｍで8ｇで
カップにフイットする⼤きさ

ドリップオンのフィルターはセッ
トも楽で独創的

フィルターを開けた途端に朝⽇が
昇るかのようにアロマに包まれる

深い琥珀⾊が温かさを包み込むよ
うな落ち着いた印象を与える

チョコレートやナッツのような⽢
さと苦さが交じり合う感覚を連想

柔らかく⼼地よい⾳楽の様に静か
に流れるメロディを感じる

⼼地良い温もりがベルベットのよ
うな柔らかな⼿触りを感じる

⾹りが⿐に届くと柔らかい⽑布に
包まれるような温かさが広がる

商品の⾒た⽬は、先ずはパッケージのブルーの爽やかさにロゴのゴールドの⽂字が鮮やかで⽬⽴ちます。
パッケージを開けるとパッケージのブルーとゴールドのロゴに対してドリップオンフィルターの頭の部分
の薄い茶⾊と下部の⽩の明暗の対⽐が⽬を引きます。形や⼤きさは、23×12×12ｃｍのパッケージの中
には１０杯分のフィルタが⼊り、１杯分は14×9×1ｃｍで8ｇの⼤きさで丁度カップにフイットする⼤き
さです。ドリップオンのフィルターはセットも楽で独創的、お湯を注いでの抽出は簡単で抽出後も⽚⼿で
簡単に捨てることが出来る設計になっています。匂いや⾹りは、先ずフィルターを開けた途端に朝⽇が昇
るかのようにアロマに包まれるのが印象的です。お湯を注ぐと、視覚的には深い琥珀⾊が温かさを包み込
むような落ち着いた印象を与え、チョコレートやナッツのような⽢さと苦さが交じり合う感覚を連想させ
ます。まるで柔らかく⼼地よい⾳楽の様に静かに流れるメロディを感じながら、⿐に届くと柔らかい⽑布
に包まれるような温かさが広がります。早く飲みたい、早く⼝に⼊れたい気持ちを我慢できません。
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評
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酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

軽やかで程よい酸味が特徴でフ
ルーティーな爽やかさがある
控えめな苦味で苦さが突出しない
マイルドな仕上がり
豊かなコクがあり深みを感じる旨
味が広がる
わずかな⽢みが感じられ全体の味
に柔らかさを加えている
塩味はほとんど感じられず、他の
味わいが強調されています

コーヒー⾃体が持つ五味のバラン
スが良い調和のとれた味わい

深い琥珀⾊のアロマが温かさを包
み込むような落ち着いた匂い

90度のお湯でじっくり抽出したの
で丁度良い飲み具合

⼝当たりは柔らかくスムーズで喉
ごしも軽やかで硬さはない
湿潤感があり飲みやすくしっとり
とした質感が特徴
粘性は弱く軽やかに流れるような
⼝当たりでさらりとした質感
滑らかでザラツキ感は無く、全体
的にシルキーな⼼地よい質感

抽出時の⾳は控えめで静か、全体
的に落ち着いた静寂感が漂う

ポタポタと滴る⾳が⼼地よく、⾹
りがゆっくりふわりと⽴ち上がる

ドリップオンの簡易抽出タイプのコーヒーですが、お湯は熱湯ではなく90度位のお湯でじっくり抽出し⼝
に⼊れて先ず感じたのは、軽やかでフルーティーな爽やかさがあり程よい酸味と苦さが突出しないマイル
ドな仕上がりで豊かなコクがあり、深みを感じる旨味が広がります。わずかな⽢みは全体の味に柔らかさ
を加えてくれます。塩味はほとんど感じられません。よってこのコーヒー⾃体が持つ全体的な五味のバラ
ンスの良さと調和のとれた味わいを感じました。また深い琥珀⾊を感じるアロマが温かさを包み込むよう
な落ち着いた匂いが豊かな気持ちにしてくれます。
テクスチャーは全体的に滑らかで、柔らかい飲み⼼地が特徴なためコーヒー好きではない⽅にも飲みや

すいテクスチャーとなっています。
全体的に穏やかで落ち着いた⾳の表現が当てはまり、リラックスした時間を演出するのに適しています。

まさにこのコーヒーのサブタイトルにもある「ココロをノックする、しあわせ合図」を感じました。
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⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート
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五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

このコーヒーは後味がスッキリしていて苦味が残らず軽やかな
余韻を楽しめます。飲んだ後に重さを感じないためリフレッ
シュしたい時にピッタリです。

四季折々の気候に合う味わいで、特に春や秋の穏やかな気候に
は、軽やかで調和のとれたブレンドがよくマッチします。温暖
で湿度が⾼い⽇本の環境では、すっきりとした後味が好まれる
ため、このコーヒーはその点でも適しています。

多くの⾷事とも相性が良く、さらに軽い朝⾷や午後のおやつの
時間にさっぱりとした味わいが合っています。コーヒーを⽇常
的に楽しむ⼈にも⼿軽でありながら質の⾼い味わいは、毎⽇の
⼀杯としても取り⼊れやすいです。

このコーヒーは、苦味が控えめで、カフェイン摂取量を気にす
る⼈や健康志向の⼈にも配慮されて飲みやすいです。⼿軽に淹
れられるこのドリップオンタイプは、忙しい現代のライフスタ
イルに調和した商品と⾔えるでしょう。

五味 評点

酸味 2

苦味 1

うま味 4

⽢味 3

塩味 4

五感 評点

視覚 4

聴覚 3

触覚 3

味覚 4

嗅覚 5

広義の味 評点

まろ味 4

コク味 4

えぐ味 2

軽やかな味 4

深い味 3
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

味や⾹り、酸味、苦味のバランスが優れており⾼品質なコーヒーであると評価されています。ドリップオン
で⼿軽に本格的なコーヒーが楽しめる点も消費者に好評です。軽やかでフルーティーな爽やかさがあり程よ
い酸味と苦さが突出しないマイルドな仕上がりの苦味に加えて豊かなコクがあり深みを感じる旨味が広がり
ます。ただ味や品質に特に明確なUSPがないので濃いめのコーヒー好きには若⼲物⾜りなさを感じるかもし
れませんが、ビギナー層や若年層向けには丁度良いテイストという評価もあります。

しっかりと予算を確保し積極的な広報活動や品質管理に関する体制が整っており、消費者に対する信頼性が
⾼い点が評価されています。また次世代に向けたブランディングや、新たな市場開拓の姿勢が⾼く評価され
ています。ただ特に⼤きなマネジメント上の問題は指摘されていませんが、さらなる市場拡⼤に向けた戦略
が求められています。よって現在のブランディング戦略を強化し、新たな市場セグメントへのアプローチを
具体的に進めることが求められます。

コストパフォーマンスも⾼く価格帯としては⼿軽に購⼊できることが評価されています。またSNSや広報活
動が積極的に⾏われており、若者層をターゲットにする⽬的でもマーケットへの浸透を積極的に図っている
点が好評です。ただ特に強い個性がある商品ではないので商品の明確な特徴が消費者に伝わりにくいとの指
摘があります。よって他社との差別化のためには、味や品質の明確なUSPを打ち出し、消費者に商品の強み
をより強く伝えることが求められます。

パッケージには深い⻘とGOLDのロゴや⽂字が⾼級感があり⾒た⽬でも品質の⾼さが伝わるデザインが好評
です。またコーヒー需要の⾼まりに対応して若者層をターゲットにした新しいフレーバーやサブタイトルの
展開も好評です。ただセット⽅法をより直感的でわかりやすくする⼯夫が必要との声も散⾒されるので図解
や簡単な操作ガイドがパッケージにあると良いです。また市場には競合が多く差別化が難しい点とブランド
「KEY DOORS+」の訴求性が弱いとの指摘からより強いメッセージなどにより明確な差別化が求められます。

キーコーヒーの⻑年のブランド⼒がしっかりとした⼟台となっており、商品の認知度が⾼い点が評価されて
います。またパッケージデザインに⾼級感があり消費者に強い印象を与える点も好評です。また⽼舗のブラ
ンド⼒を新商品により新たな市場開拓を進めていく点にも⼤変好感が持てます。ただ「KEY DOORS＋」と
いうブランドのイメージが消費者に伝わりにくいとの指摘があります。今後は「KEY DOORS＋」のブラン
ドストーリーやイメージを消費者により効果的に伝えるための情報発信の強化が必要です。

⾷品安全マネージメントシステム（FSSC22000）を全⼯場で取得しており、安全衛⽣管理が徹底されて様々
な取り組みがなされている点に消費者からの信頼が⾼い点が評価されています。またトレーサビリティ管理
や残留農薬検査の実施など衛⽣管理が万全に⾏われており安⼼安全な商品であるとの評価が⾼いです。
よって特に⼤きな懸念点は指摘されていませんが、今後も安全性やトレーサビリティに関する取り組みをよ
り積極的にアピールし、消費者にさらなる安⼼感を与えるための情報提供が求められます。
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